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研究成果概要 
  宇宙線の加速・伝播機構の体系的な解明と近傍加速源・暗黒物資の探索を主な目的とし
たCALorimeteric Electron Telescope (CALET)は、2015年8月に打ち上げられ、国際宇宙ステ
ーション「きぼう」船外実験プラットフォームで軌道上観測を実施している。現在までにすでに
2.5年以上にわたって、早稲田大学 CALET Operations Center (WCOC)にて観測運用を順
調に実施しており、JAXAによる打ち上げ後2年間の観測成果審査（フルサクセス）を経て、
2018年1月より「延長運用」が5年間(以上)の観測を目標に開始された。 

  これまでに、データ解析の基礎となる軌道上データのエネルギー測定方法を確立し、装置
性能の長期変動を確実に較正することにより、（１）電子エネルギー分解能（>100GeV)： < 
2%、（２）エネルギー測定のレンジ：１GeV-1PeV、（３）エネルギー測定の系統誤差：〜1% 等、
という所期の性能を達成している。そして、軌道上の観測データを較正したデータ（L2) を作
成し、観測イベントについてシャワー軸の飛跡再構成、入射粒子の電荷測定、カロリメータに
付与されたシャワーエネルギー測定、を高精度に実施している。データは、米伊をふくむ国際
共同研究機関に配布され、各機関で独立なデータ解析を実施して、定期的なチーム会議や
テレコンにより解析結果の相互検証を行った。 

 その結果、直接観測としては世界で初めて 3TeV までの電子エネルギースペクトルを、
Physical Review Letters (2017.11)に発表している。その際、シャワー形状の違いを用いた電
子/陽子識別に必要なシミュレーション計算を、宇宙線研の大型計算機などを駆使して行なっ
ている。さらに陽子・原子核の主要な一次成分 100TeV 領域に至るエネルギースペクトル、及
び TeV 領域までの B/C 比が得られている。さらにガンマ線観測では、1GeV 及び 10 GeV 以
上の到来方向分布図（skymap)を作成し、銀河内拡散成分や代表的なポイントソースである
Vela, Crab，Geminga を検出している。これらの結果は、現在までに論文投稿（ガンマ線）また
は論文作成（陽子・原子核）を行っている。さらに連星中性子星の合体を起源とする
GW180817 については、LIGO/Virgo との MOU に基づき、"Multi-messenger Observations" 
の一つとして共同論文(ApJL2017)に参加している。  

 今年度における共同利用の研究成果としては、大型計算機によるシミュレーション計算の実
施や、研究会での成果発表などが挙げられる。これらの研究成果は、上記を含む査読付き論
文 5 編、国際会議プロシーデイングス 14 編、及び国内外会議発表 27 件にて公表している。 
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